


































































































TaKaRa 
|BlOMEDlCALS| 

Ful 

THE KRUMDIECK TISSUE SLICER 

蛍光偏光度測定システムBEACONRシリーズは、生体分子間の相互作用をリアルタイムで測定・解析でき

るシステムです。従来のBEACONべBEACONR2000は測定可能な蛍光波長領域が360~700nm 
でしたが、 Full-RangeBEACONR 2000では254~700nmに拡大。低波長領域の蛍光色素の測定
も可能です。そのため、ピレン系、ダンシル系等の蛍光寿命の長い低波長の蛍光物質も使用でき、解析可

能な物質の分子サイズが広がりました。

●固定化や、反応後の抽出分離、洗浄操作を必要と

しないホモジニアスな系での解析が可能です。

•高価なチップやセンサーは不要です。

●蛍光度測定と偏光度測定の両方を行うことができ、

多用な用途での解析が可能です。

●反応液量 ：100~500 μI 

反応温度 ： 6～65℃ 

Full-Rang BEACONR 2000を用いた
分子間相互作用の解析例

•エストロゲンレセプターーリガンド間の
相互作用解析(non-RI)

• non-RIでのイムノアッセイ
●核酸ハイブリダイゼーション

•PCR産物の検出・定量

•DNAの高感度定量

•タンパク質ーDNA相互作用解析における

ゲルシフトアッセイの代用

•リン酸化ペプチドなど

リガンド結合タンパク質の検出

●酵素活性および阻害剤の高感度検出

●糖鎖とタンパク質の相互作用解析

N200 
域がワイドになり、
範囲が大幅に広がりました。

●測定波長領域： 254~700nm 
●感度： 10-11M（蛍光偏光度測定）

10-13 M（蛍光度測定）

•光源：高出カクオーツハロゲンランプ

水銀ランプ

●寸法： 53(W) x 38 (D) x 24 (H) cm 

●重量： 17.9kg 

Full-Range 
BEACONR 2000 

生きた組織の無菌スライスができます。

クルムデイーク・ティッシュスライサーは、生化学・

生理学・薬理学・毒物学なとの研究に応用でき、組

織培養のための無菌スライス作成用にテザイン

されています。

●薄い円形のスライスが、5~15薗直径の範囲

で作成できます。

●ボタンを押すだけで、 E~3秒に一枚の割合

で（最高スピードの場合）作成でき、初心者

でも取扱いは簡単です。

•スライスは再現性良く、バラッキもなく 60

~lOOOμmの厚さで作成されます。

ラットの肝臓（倍率430X) ラットの腎臓（倍率l□Ox)

右の写真はラットの肝臓のスライス（厚さ60μmおよび135μm)で、左の写真はラッ区の腎臓のスライス(135~200μm)です。

とちらも切片面の平行性と美しさ（ダメージがない）に注巨して下さい。

ふ宝酒造株式会社
東京バイオ販売課 大阪バイオ販売課

TEL. 03-3271-8553 FAX. 03-3271-7282 TEL. 077-565-6979 FAX. 077-565-6978 

TaKaRaテクニカルサポートライン
TaKaRa製品の技術的なご質問に専門の係がお応えさせていただきます。

TEL. 077-543-6116 FAX. 077-543-1977 
翁

販売元

ショーシンEM株式会社
〒444-0241愛知膿岡崎市赤渋町蔵西1番地14（ショーシンビル）

TEL. (0564) 54-1231番 （代表）
FAX. (0564) 54-3207番

ZO39 
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‘'還il'’喝I ・母国ii’界漕
コロニーアナライザーシリーズが、通常の2倍
速の高分解能高速画像積算機能を持ち、 Dシリー
ズとして、さらに高感度、低価格、コンパクト

になりました。

本装置は、混釈コロニー、淡く小さいコロニ

ーはもとより、食品コロニー、エームステスト

から阻止円、細胞コロニーの分野まで広く利用

されております。又、選択培地、ペトリフィル

ム、フィルター上、フードスタンプ等あらゆる

コロニーの計測ができます。さらに自由に倍率

を変えての拡大計測、顆微鏡・マクロと2台のカ
メラがスイッチでの切替計測と豊富な機能を備

えたシステムです。尚、パソコン接続によりテ

ータの管理用に種々標準プログラムが取揃えて

あります。

※依託試料の測定を行っております。お気軽にご相談下さい。
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． スパイラルコロニー

ペトリフィルム

プラーク

阻止円

製造発売元

匪且システムサイエンス株式会社
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試料の均ー化

シェーディング補正

叫ヽ還l'’咽i1，

本社・工場／〒197-0011東京都福生市福生1253-16

TEL 042(552)5956（代表 ）

編集後記

本号では，総説2編，シンポジウム特集 1編， 一般論文 ・短報 3編および資

料・情報 2編が寄稿され，多彩な内容となりました．ご協力に感謝いたします．

学会は会則の改定に取り 組み，更なる飛躍を目指しています．学会の発展には

本誌の充実が不可欠です．皆様からの投稿をお待ちしています．

担当編集委員森田 健
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